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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

一　

本
件
商
標
を
飲
食
物
の
提
供
等
、
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
と
い
う
飲

食
物
に
関
連
す
る
本
件
指
定
役
務
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
酒
類
製
造
業
者
の
利
益
を
代
表

す
る
Ｙ
の
み
な
ら
ず
、
法
律
に
よ
り
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」
の

名
声
、
信
用
、
評
判
を
保
護
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
国
民
感
情

を
害
し
、
我
が
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
友
好
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得

ず
、
本
件
商
標
は
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
。

二　
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
表
示
が
特
定
の
私
人
に
帰
属
す
る
も
の
で
な

く
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
産
地
統
制
名
称
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
本

件
商
標
の
よ
う
な
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
と
し
て
著
名

な
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
表
示
を
含
む
商
標
に
係
る
紛
争
は
、
フ
ラ
ン
ス

国
民
や
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
関
係
で
の
国
際
信
義
の
問
題
で
あ
っ
て
、

公
益
的
な
事
項
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
に

つ
い
て
商
標
法
四
条
一
項
七
号
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
同
号
の
「
公

の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
」
を
私
的
領
域
に
ま
で

拡
大
解
釈
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

〔
参
照
条
文
〕

商
標
法
四
条
一
項
七
号
、
同
項
一
七
号

判
例
研
究

「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
な
る
商
標
を
指
定
役
務
「
飲
食
物
の
提
供
」

等
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
同

商
標
が
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例

〔
商
法　

五
四
二
〕

︶

︵
知
財
高
裁
平
成
二
四
年
一
二
月
一
九
日
判
決

平
成
二
四
年
︵
行
ケ
︶
第
一
〇
二
六
七
号
審
決
取
消
請
求
事
件

判
時
二
一
八
二
号
一
二
三
頁
、
確
定
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〔
事
実
の
概
要
〕

一　

Ｘ
は
、
各
種
式
典
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画
立
案
、
酒
類
の
販
売
、

生
花
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
、
食
料
品
、
清
涼
飲
料
水
及
び
日
用
品
雑

貨
の
卸
・
小
売
販
売
並
び
に
輸
出
入
等
を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ

る
。

　

Ｙ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
ぶ
ど
う
酒
生
産
同

業
委
員
会
」
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け

る
酒
類
製
造
業
者
の
利
益
の
保
護
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
法
律
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
法
人
で
あ
っ
て
、
対
外
的
に
は
「
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」
の
名
称
の
排
他
的
性
質
を
司
法
的
に
保
護
す
る
等

の
活
動
を
し
て
い
る
。

二　
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
は
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」
を
表
す
邦
語

で
あ
り
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」︵
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
︶
は
フ
ラ

ン
ス
北
東
部
の
地
名
で
あ
る
。「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」︵
シ
ャ
ン

パ
ン
︶
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
産
地
統
制
呼
称
法
に
よ
る
原
産
地
統
制

名
称
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
収
穫
さ
れ

た
ぶ
ど
う
で
作
ら
れ
た
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
に
の
み
使
用
を
許
さ
れ
る

名
称
で
あ
る
と
こ
ろ
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
生
産
さ
れ
た
シ
ャ

ル
ド
ネ
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
及
び
ピ
ノ
・
ム
ニ
エ
の
三
種
の
ぶ
ど
う

の
み
が
原
料
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
年
度
の
最
高
の
生
産
高
等
に

制
限
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
質
規
制
が
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
八
年
︵
明
治
四
一
年
︶
に
、

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」
と
い
う
名
称
が
法
律
上
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
︵
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
︶
の
表
記
法
が
定
め

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
五
年
︵
昭
和
一
〇
年
︶
に
、
優
れ
た
産

地
の
ぶ
ど
う
酒
を
保
護
・
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
原
産

地
統
制
呼
称
法
」︵A

ppellation dʼO
rigine Contrôlée

︶
が
制
定

さ
れ
、
政
府
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
︵Institut N

ational des 
A
ppellations dʼO

rigine

。
原
産
地
名
称
国
立
研
究
所
︶
に
よ
り

運
用
さ
れ
て
い
る
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
原
産
地
統
制
名
称
ぶ
ど
う
酒

︵
Ａ
．Ｏ
．Ｃ
．︶
は
、
原
産
地
、
品
質
、
最
低
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
度
、

最
大
収
穫
量
、
醸
造
法
等
の
様
々
な
基
準
に
合
う
よ
う
に
製
造
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
基
準
に
合
格
し
て
初
め
て
原
産
地
統
制
名

称
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
鑑
定
試
飲
会
の
際
に
不

適
当
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
も
の
は
、
名
称
を
使
用
す
る
権
利
を
失

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
厳
格
な
品
質
維
持
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

原
産
地
統
制
名
称
は
、
産
地
の
名
称
を
法
律
に
基
づ
い
て
管
理
し
、

生
産
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と
し
、
ま
た
名
称
の
使
用

に
対
す
る
厳
し
い
規
制
は
、
消
費
者
に
対
し
て
品
質
を
保
証
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
、

シ
ャ
ン
パ
ン
法
︵
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
方
式
︶
に
よ
り
製
造
す
る
な
ど
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の
基
準
に
合
致
し
た
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
に
の
み
許
さ
れ
た
原
産
地
統

制
名
称
で
あ
る
。

三　
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
は
、
辞
書
や
辞
典
類
に
も
「
発
泡
性
ぶ
ど
う

酒
の
一
種
、
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
産
の
美
酒
」

な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
表
示
を
付
し
た
商
品
は
、
我
が
国
に
お
い
て

も
高
品
質
で
稀
少
価
値
を
有
す
る
商
品
と
し
て
広
く
販
売
さ
れ
て
お

り
、
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
の
代
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
ど
世
界
で

有
名
な
ぶ
ど
う
酒
の
一
つ
で
あ
り
、
雑
誌
や
書
籍
、
新
聞
等
に
も
し

ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
献
等
で
も
、「
シ
ャ
ン
パ

ン
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お

い
て
シ
ャ
ン
パ
ン
法
︵
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
方
式
︶
に
よ
り
製
造
さ
れ

た
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
だ
け
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

四　

指
定
商
品
を
第
一
四
類
︵
貴
金
属
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
」
な
る
商
標
に
つ
い
て
、
Ｙ
の
請
求
に
よ

り
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
違
反
を
理
由
に
商
標
登
録
の
無
効
審
決

が
さ
れ
た
。

　

指
定
商
品
を
第
一
四
類
︵
貴
金
属
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
サ
フ
ァ
イ
ア
」、「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｚ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
ト
パ
ー
ズ
」、

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
ス
ト
ー
ン
」、

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｇ
Ｅ
Ｍ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
ジ
ェ
ム
」、「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ｙ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
ジ
ュ
エ

リ
ー
」
及
び
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
／
シ
ャ
ン
パ

ン
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
」
な
る
商
標
や
、
指
定
商
品
を
第
一
四
類
︵
金
、

金
製
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｇ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
ゴ
ー
ル
ド
」、
指
定
商
品
を
第
一
四
類
︵
銀
、

銀
製
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｓ
Ｉ

Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
シ
ル
バ
ー
」、
指
定
商
品
を
第
一
四
類

︵
白
金
、
白
金
製
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ

Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
プ
ラ
チ
ナ
」、
指
定
商
品

を
第
一
四
類
︵
ガ
ー
ネ
ッ
ト
製
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
ガ
ー
ネ
ッ
ト
」、

指
定
商
品
を
第
一
四
類
︵
パ
ラ
ジ
ウ
ム
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
／
シ
ャ
ン
パ
ン
パ
ラ
ジ
ウ
ム
」、

指
定
商
品
を
第
一
六
類
︵
紙
類
等
︶
と
す
る
「
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
／
ド
メ
ー
ヌ
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」、
指
定

商
品
を
第
三
類
︵
せ
っ
け
ん
類
等
︶
と
す
る
「
シ
ャ
ン
パ
ン
ク
リ
ス

タ
ル
／
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」、
指
定
商
品

を
第
一
八
類
︵
か
ば
ん
金
具
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ 

ｐ
ｏ
ｐ
」、
指
定
商
品
を
第
三
類
︵
化
粧
品
等
︶
と
す
る
「
Ｃ
ｈ
ａ

ｍ
ｐ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
ｒ
」
並
び
に
指
定
商
品
を
第
二
二
類
︵
は
き
物
等
︶
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と
す
る
「
Ｐ
ｉ
ｎ
ｋ　

Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
／
ピ
ン
ク
シ
ャ
ン
ペ

ン
」
な
る
商
標
も
、
Ｙ
の
異
議
申
立
て
に
よ
り
、
商
標
法
四
条
一
項

七
号
違
反
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
指
定
商
品
を
第
二
五
類
︵
被
服
等
︶
と
す
る
「
Ｐ
ｉ
ｎ
ｋ

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
／
ピ
ン
ク
シ
ャ
ン
パ
ン
」
な
る
商
標
に
つ

い
て
、
Ｙ
の
請
求
に
よ
り
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
違
反
を
理
由
に

商
標
登
録
の
無
効
審
決
が
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
指
定
商
品
を
第
二
五
類
︵
被
服
等
︶
と
す
る
「
シ
ャ
ン

パ
ン
ア
イ
ボ
リ
」、
指
定
商
品
を
第
三
五
類
︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
商
品
の
通
信
販
売
の
取
次
ぎ
︶
と
す
る
「
シ
ャ
ン
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
」、
指
定
商
品
を
第
三
〇
類
︵
フ
ラ
ン
ス
国
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

地
方
産
の
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
を
使
用
し
た
菓
子
・
パ
ン
等
︶
と
す
る

「
シ
ャ
ン
パ
ン
ロ
ー
ズ
」、
指
定
商
品
を
第
三
〇
類
︵
ウ
ー
ロ
ン
茶
︶

と
す
る
「
シ
ャ
ン
パ
ン
烏
龍
」、
指
定
商
品
を
第
五
類
︵
薬
剤
︶
と

す
る
「
ゴ
ー
ル
ド
シ
ャ
ン
パ
ン
の
香
り
」
及
び
指
定
商
品
を
第
一
九

類
︵
合
成
建
築
専
用
材
料
等
︶
と
す
る
「
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
レ
イ
」
な

る
商
標
も
、
Ｙ
の
異
議
申
立
て
に
よ
り
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
違

反
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」
又
は
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
を

含
む
商
標
の
登
録
出
願
に
つ
い
て
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
違
反
を

理
由
に
拒
絶
理
由
通
知
や
拒
絶
査
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｙ
及
び
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
」
の
不
正
使
用
等
の
防
止
又
は
差
止
め
を
求
め
て
、

提
訴
し
た
り
不
服
を
申
し
立
て
た
り
し
て
、
そ
の
保
護
を
図
っ
て
き

た
。

五　

Ｘ
は
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
の
文
字
を
横
書
き
し
て
な
り
、

第
四
三
類
「
飲
食
物
の
提
供
、
加
熱
器
の
貸
与
、
調
理
台
の
貸
与
、

流
し
台
の
貸
与
、
カ
ー
テ
ン
の
貸
与
、
家
具
の
貸
与
、
壁
掛
け
の
貸

与
、
敷
物
の
貸
与
、
テ
ー
ブ
ル
・
テ
ー
ブ
ル
用
リ
ネ
ン
の
貸
与
、
ガ

ラ
ス
食
器
の
貸
与
、
タ
オ
ル
の
貸
与
」
を
指
定
役
務
と
す
る
商
標

︵
以
下
、「
本
件
商
標
」
と
い
う
。
登
録
第
五
三
六
二
一
二
四
号
。
平

成
二
二
年
五
月
七
日
商
標
登
録
出
願
、
同
年
九
月
一
五
日
登
録
査
定
、

同
年
一
〇
月
二
二
日
設
定
登
録
︶
の
商
標
権
者
で
あ
る
。

　

Ｙ
は
、
平
成
二
三
年
一
一
月
一
四
日
、
Ｘ
の
本
件
商
標
登
録
に
つ

い
て
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
無
効

審
判
を
請
求
し
た
。

　

特
許
庁
は
、
こ
れ
を
無
効
二
〇
一
一
︱
八
九
〇
一
〇
〇
号
事
件
と

し
て
審
理
し
、
平
成
二
四
年
五
月
二
八
日
、
本
件
商
標
登
録
は
、
無

効
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
旨
の
審
決
︵
以
下
「
本
件
審
決
」
と
い

う
。︶
を
し
、
そ
の
審
決
書
謄
本
は
、
同
年
六
月
二
一
日
、
Ｘ
に
送

達
さ
れ
た
。

六　

Ｘ
が
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
係
る
解
釈
の
誤
り
を
理
由
と
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し
て
、
本
件
審
決
の
取
消
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
争
わ
れ

た
の
は
、
㈠
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
射
程
範
囲
に
つ
い
て
、
㈡
コ

ン
マ
ー
判
決
︵
知
財
高
判
平
成
二
〇
年
六
月
二
六
日
判
時
二
〇
三
八

号
九
七
頁
。
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
。︶
の
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て

の
二
点
で
あ
る
。
当
事
者
の
主
張
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

㈠　

商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
射
程
範
囲
に
つ
い
て

〔
Ｘ
の
主
張
〕

⑴　

商
標
法
四
条
一
項
七
号
は
、
本
来
、
商
標
を
構
成
す
る
「
文
字
、

図
形
、
記
号
若
し
く
は
立
体
的
形
状
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
結
合
又
は

こ
れ
ら
と
色
彩
と
の
結
合
」︵
標
章
︶
そ
れ
自
体
が
公
の
秩
序
又
は

善
良
な
風
俗
に
反
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
商
標
に
つ
い

て
、
登
録
商
標
に
よ
る
権
利
を
付
与
し
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

け
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
︵
商
標
の
構
成
に
着
目
し
た
公
序
良
俗
違

反
︶。
同
号
は
、
上
記
の
よ
う
な
場
合
ば
か
り
で
は
な
く
、
商
標
登

録
を
受
け
る
べ
き
で
な
い
者
か
ら
さ
れ
た
登
録
出
願
に
つ
い
て
も
、

商
標
保
護
を
目
的
と
す
る
商
標
法
の
精
神
に
も
と
り
、
商
品
流
通
社

会
の
秩
序
を
害
し
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
そ
の
よ
う
な
者
か
ら
出
願
さ
れ
た
商
標
に
つ
い
て
、
登
録

に
よ
る
権
利
を
付
与
し
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
適
用
さ
れ
る
例
が

な
く
は
な
い
︵
主
体
に
着
目
し
た
公
序
良
俗
違
反
︶。

　

確
か
に
、
例
え
ば
、
外
国
等
で
周
知
著
名
と
な
っ
た
商
標
等
に
つ

い
て
特
定
の
者
が
商
標
登
録
し
た
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
出
願
経
緯

等
の
事
情
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
著
し
く
妥

当
性
を
欠
き
、
国
家
・
社
会
の
利
益
、
す
な
わ
ち
公
益
を
害
す
る
と

評
価
し
得
る
場
合
が
全
く
存
在
し
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、

商
標
法
は
、
出
願
人
か
ら
さ
れ
た
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
、
当
該

商
標
に
つ
い
て
特
定
の
権
利
利
益
を
有
す
る
者
と
の
関
係
ご
と
に
、

類
型
を
分
け
て
、
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
要
件
を
、

商
標
法
四
条
一
項
各
号
で
個
別
的
具
体
的
に
定
め
て
い
る
か
ら
、
こ

の
こ
と
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
当
該
出
願
が
商
標
登
録
を
受
け
る
べ
き

で
な
い
者
か
ら
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い

限
り
、
当
該
各
号
の
該
当
性
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
︵
以
上
が
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
判
旨
で
あ
る
。︶。

⑵　

す
な
わ
ち
、
商
標
法
は
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
含
む
ぶ
ど
う
酒
に
関

し
て
は
、
同
法
四
条
一
項
一
七
号
に
お
い
て
、
商
標
登
録
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
商
標
を
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
商
標
に
無
効

理
由
が
あ
る
か
否
か
は
、
専
ら
、
本
件
商
標
が
同
号
に
該
当
す
る
か

否
か
に
よ
り
決
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

本
件
審
決
は
、
本
件
商
標
が
商
標
法
四
条
一
項
一
七
号
に
該
当

し
な
い
と
し
て
も
、
同
項
七
号
に
該
当
し
な
い
と
は
い
え
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
審
決
は
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
よ
う
な
判

断
枠
組
み
を
採
用
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
同
項
七
号
の
解
釈
を



54

法学研究 87 巻 3 号（2014：3）

誤
っ
て
お
り
、
こ
の
違
法
は
結
論
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
Ｙ
の
主
張
〕

⑴　

商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
判
断
基
準

　

商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
①
そ
の
構
成

自
体
が
非
道
徳
的
、
卑
わ
い
、
差
別
的
、
矯
激
若
し
く
は
他
人
に
不

快
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
文
字
又
は
図
形
で
あ
る
場
合
、
②
当
該

商
標
の
構
成
自
体
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
く
と
も
、
指
定
商
品
又

は
指
定
役
務
に
つ
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
、

社
会
の
一
般
的
道
徳
観
念
に
反
す
る
場
合
、
③
他
の
法
律
に
よ
っ
て
、

当
該
商
標
の
使
用
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
、
④
特
定
の
国
若
し

く
は
そ
の
国
民
を
侮
辱
し
、
又
は
一
般
に
国
際
信
義
に
反
す
る
場
合
、

⑤
当
該
商
標
の
登
録
出
願
の
経
緯
に
社
会
的
相
当
性
を
欠
く
も
の
が

あ
り
、
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
商
標
法
の
予
定
す
る
秩
序
に
反
す
る

も
の
と
し
て
到
底
容
認
し
得
な
い
よ
う
な
場
合
等
が
含
ま
れ
る
。
そ

し
て
、
特
に
④
に
つ
い
て
は
、
当
該
商
標
の
文
字
・
図
形
等
の
構
成
、

指
定
商
品
又
は
役
務
の
内
容
、
当
該
商
標
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が

そ
の
国
に
お
い
て
有
す
る
意
義
や
重
要
性
、
我
が
国
と
そ
の
国
の
関

係
、
当
該
商
標
の
登
録
を
認
め
た
場
合
に
そ
の
国
に
及
ぶ
影
響
、
当

該
商
標
登
録
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
我
が
国
の
公
益
、
国
際
的

に
認
め
ら
れ
た
一
般
原
則
や
商
慣
習
等
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で

あ
る
︵
知
財
高
裁
平
成
一
七
年
︵
行
ケ
︶
第
一
〇
三
四
九
号
同
一
八

年
九
月
二
〇
日
判
決
「
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ　
ｏ
ｆ　

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ　

Ｇ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ
ｓ
」
事
件
︶。

　

本
件
商
標
の
構
成
中
に
含
ま
れ
る
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
表
示
は
、

原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
令
に

よ
り
厳
格
に
統
制
さ
れ
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
に
よ
り
原
産
地
統
制
名
称
の
ぶ

ど
う
酒
が
満
た
す
べ
き
生
産
地
域
、
ぶ
ど
う
の
品
種
、
生
産
高
、
最

低
天
然
ア
ル
コ
ー
ル
純
度
、
栽
培
方
法
、
醸
造
方
法
等
の
条
件
が
定

め
ら
れ
、
長
年
フ
ラ
ン
ス
や
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ぶ
ど
う
生
産

者
及
び
ぶ
ど
う
酒
製
造
業
者
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｙ
等
に
よ
り
フ
ラ
ン

ス
の
国
内
外
に
お
い
て
保
護
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
現
在
に
お
い
て
は
、

「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
表
示
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
土
地
や
そ

の
地
の
ぶ
ど
う
生
産
者
及
び
ぶ
ど
う
酒
製
造
業
者
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
一
つ
の
文
化
を
形
成
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
フ

ラ
ン
ス
国
民
の
文
化
的
所
産
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
極

め
て
公
益
性
の
強
い
表
示
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
広
く
親
し
ま

れ
、
大
き
な
顧
客
吸
引
力
を
も
つ
と
同
時
に
、
我
が
国
と
フ
ラ
ン
ス

の
友
好
関
係
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
名
称
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
商
標
に
含
ま
れ
る
「
シ
ャ
ン

パ
ン
」
の
語
は
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
文
化
的

所
産
と
し
て
積
極
的
に
保
護
さ
れ
て
き
た
世
界
的
に
著
名
な
原
産
地

統
制
名
称
と
し
て
万
人
の
共
有
財
産
と
認
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
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り
、
そ
の
場
合
、
私
益
を
追
求
す
る
意
図
を
も
っ
て
さ
れ
た
、
原
産

地
統
制
名
称
と
何
の
関
わ
り
も
な
い
者
に
よ
る
当
該
著
名
な
原
産
地

名
称
を
含
む
本
件
商
標
の
商
標
登
録
は
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
原
産

地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
に
関
わ
る
取
引
の
秩
序
の
公
正
を
害

し
、
長
年
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
表
示
の
信
用
性
の
維
持
に
尽
力
し
続

け
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
や
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ぶ
ど
う
生
産
者
及

び
ぶ
ど
う
酒
製
造
業
者
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｙ
等
の
努
力
を
無
に
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
培
っ
て
き
た
文

化
的
所
産
を
毀
損
し
、
さ
ら
に
は
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
表
示
に
化
体
さ

れ
た
信
用
・
評
判
を
希
釈
化
さ
せ
、
Ｙ
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
感

情
な
い
し
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
際
信
義
と
い
う

観
点
か
ら
も
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
我
が
国
の
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
と
し
て
、
登
録
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑵　

Ｘ
の
主
張
に
つ
い
て

　

Ｘ
が
引
用
す
る
コ
ン
マ
ー
判
決
は
、「
主
体
に
着
目
し
た
公
序
良

俗
違
反
」
の
場
合
に
お
い
て
は
、
本
来
な
ら
当
事
者
間
に
お
け
る
契

約
や
交
渉
等
に
よ
っ
て
解
決
・
調
整
が
図
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
っ

て
、
一
般
国
民
に
影
響
を
与
え
る
公
益
と
は
関
係
の
な
い
事
項
や
私

人
間
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
を
適
用
す
べ
き

で
な
い
こ
と
を
判
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン

マ
ー
判
決
も
、
商
標
自
体
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
な
く
て
も
、

公
益
的
な
観
点
︵
国
際
信
義
に
反
す
る
観
点
︶
か
ら
そ
の
登
録
を
認

め
る
こ
と
が
商
標
法
の
予
定
す
る
秩
序
に
反
す
る
よ
う
な
場
合
の
同

項
七
号
該
当
性
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

本
件
商
標
の
場
合
は
、
単
な
る
Ｘ
と
Ｙ
間
の
私
人
間
の
紛
争
あ
る

い
は
私
的
な
利
害
の
調
整
を
目
的
と
す
る
と
い
っ
た
類
の
も
の
で
は

な
く
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
両
国
の
公
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
高
い
、

極
め
て
国
際
性
の
高
い
特
殊
な
案
件
で
あ
り
、
明
ら
か
に
事
案
が
異

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
の
主
張
は
、
そ
も
そ
も
事
案
の
前
提
に
お

い
て
誤
っ
て
い
る
。

　

Ｘ
は
、
専
ら
本
件
商
標
が
商
標
法
四
条
一
項
一
七
号
に
該
当
す
る

か
否
か
に
よ
り
決
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
号
は
、
本
件
商
標
の
指
定
役
務
と
全
く
関
係
が
な
い
か
ら
、
本
件

商
標
に
つ
き
、
そ
の
不
登
録
事
由
と
し
て
同
号
該
当
性
が
そ
も
そ
も

問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
号
の
制
度
趣
旨
か
ら
み
て
も
当
然
で

あ
る
。

　

Ｘ
は
、
本
件
審
決
は
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
判
断
枠
組
み
を
採
用
し

て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
解
釈
を
誤
っ
て

い
る
と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
商
標
の
よ
う
な
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原

産
地
表
示
と
し
て
著
名
な
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
表
示
を
含
む
商
標
に
つ

い
て
は
、
私
人
間
の
紛
争
の
枠
を
超
え
て
お
り
、
同
項
八
号
・
一
〇
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号
・
一
五
号
・
一
九
号
の
該
当
性
の
有
無
で
処
理
で
き
る
問
題
で
は

な
い
。

　

㈡　

コ
ン
マ
ー
判
決
の
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て

〔
Ｘ
の
主
張
〕

⑴　

コ
ン
マ
ー
判
決
の
判
断
枠
組
み
を
採
用
し
た
場
合
、「
特
段
の

事
情
」
の
有
無
が
問
題
と
な
る
が
、
本
件
審
決
の
認
定
す
る
事
実
か

ら
は
、「
特
段
の
事
情
」
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
本
件
審
決
は
、

フ
リ
ー
ラ
イ
ド
及
び
ダ
イ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
お
そ
れ
並
び
に
フ
ラ
ン

ス
国
民
の
感
情
を
害
す
る
お
そ
れ
を
も
っ
て
「
特
段
の
事
情
」
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
証
拠
に

基
づ
か
な
い
憶
測
で
あ
り
、
経
験
則
に
反
す
る
誤
っ
た
事
実
認
定
で

あ
り
、
こ
の
違
法
は
結
論
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵　

本
件
審
決
は
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
判
断
枠
組
み
を
採
用
し
た
場

合
に
問
題
と
な
る
「
特
段
の
事
情
の
有
無
」
に
つ
い
て
審
理
を
尽
く

し
て
お
ら
ず
、
審
理
不
尽
の
違
法
が
あ
る
。

〔
Ｙ
の
主
張
〕

⑴　

仮
に
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
枠
組
み
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
本

件
商
標
は
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
き
判
断

す
べ
き
「
特
段
の
事
情
」
の
あ
る
例
外
的
な
場
合
に
該
当
す
る
。

⑵　

本
件
商
標
は
、
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
で
あ
る

「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
表
示
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
令
で
統
制
さ
れ
、
フ
ラ

ン
ス
や
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｙ
に
よ
り
厳
格
に
規
定
付
け
ら
れ
保
護
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
所
定
の
条
件
を
備
え
た
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地

方
産
の
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
に
の
み
使
用
を
許
さ
れ
る
名
称
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
と
は
何
ら
関
係
の
な

い
特
定
の
個
人
・
法
人
に
よ
り
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
を
含
む
商
標
が
商

標
登
録
さ
れ
、
そ
の
特
定
の
者
に
独
占
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
や
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｙ
、
そ
し
て
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の

ぶ
ど
う
生
産
者
や
ぶ
ど
う
酒
製
造
業
者
に
と
っ
て
全
く
予
定
し
て
い

な
い
こ
と
で
あ
り
、
受
け
入
れ
難
い
。

　

こ
の
よ
う
な
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
の
特
殊
性
に
鑑

み
れ
ば
、
本
件
は
、
コ
ン
マ
ー
判
決
で
い
う
「
特
段
の
事
情
」
が
な

い
場
合
に
は
該
当
せ
ず
、
Ｘ
と
Ｙ
の
本
件
商
標
の
帰
属
を
め
ぐ
る
私

的
な
問
題
と
し
て
解
決
で
き
る
事
案
で
は
な
い
。
原
産
地
統
制
名
称

又
は
原
産
地
表
示
と
し
て
著
名
な
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
表
示
と
は
何

の
関
係
も
な
い
特
定
個
人
が
独
占
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
公

序
良
俗
へ
の
適
合
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

意
味
で
、
同
項
七
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
き
判
断
す
べ
き
「
特
段

の
事
情
」
の
あ
る
例
外
的
な
場
合
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
本
件
商

標
は
、
著
名
な
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
で
あ
る
「
シ
ャ

ン
パ
ン
」
の
名
声
を
僭
用
し
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
に
化
体
し
て
い
る

高
い
名
声
・
信
用
・
評
判
か
ら
不
正
な
利
益
を
得
る
た
め
に
使
用
す
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る
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
と
い
う

表
示
へ
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
︵
た
だ
乗
り
︶
及
び
同
表
示
の
ダ
イ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
︵
希
釈
化
︶
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
同
項

七
号
の
該
当
性
に
つ
き
検
討
す
べ
き
「
特
段
の
事
情
」
を
有
す
る
例

外
的
な
場
合
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
る
。

〔
判
　
旨
〕

一　

本
件
商
標
の
商
標
法
四
条
一
項
七
号
該
当
性
に
つ
い
て

　
「
本
件
商
標
の
う
ち
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
の
部
分
は
、
①
『
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
』
を
表
す
邦
語
で
あ
る
と
こ
ろ
、
②
フ
ラ
ン
ス
北
東

部
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
作
ら
れ
る
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
を
意
味

す
る
語
で
あ
っ
て
、
生
産
地
域
、
製
法
、
生
産
量
な
ど
所
定
の
条
件

を
備
え
た
ぶ
ど
う
酒
に
つ
い
て
だ
け
使
用
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
の
原
産

地
統
制
名
称
で
あ
り
、
③
『
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
』『
シ
ャ
ン
パ

ン
』
は
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
を
代
表
す
る
ほ
ど
世
界
的
に
著
名
で
あ
り
、

我
が
国
に
お
い
て
も
、
数
多
く
の
辞
書
、
事
典
、
書
籍
、
雑
誌
及
び

新
聞
等
に
お
い
て
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
総
合
す
る
と
、
我
が
国
に
お
い
て
、『
シ
ャ
ン

パ
ン
』
の
表
示
は
、『
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
作
ら

れ
る
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
』
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
一
般
需
要
者

の
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。」

　
「
本
件
商
標
は
、『
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
』
な
る
商
標
で
あ
る
と
こ

ろ
、
そ
の
う
ち
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
の
語
が
、
…
…
『
フ
ラ
ン
ス
の

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
作
ら
れ
る
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
』
を
意
味
す

る
も
の
と
し
て
、
周
知
著
名
で
あ
り
、
当
該
表
示
に
は
多
大
な
顧
客

吸
引
力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
本
件
商
標
か
ら
は
、

『
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
』
の
み
な
ら
ず
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
と
い
う
称

呼
及
び
観
念
も
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」

　
「
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
Ｙ
は
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ

と
と
も
に
、『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
表
示
が
有
す
る
上
記
の
よ
う
な
周
知

著
名
性
や
信
頼
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の

ぶ
ど
う
生
産
者
や
ぶ
ど
う
酒
製
造
業
者
を
厳
格
に
管
理
・
統
制
し
、

厳
格
な
品
質
管
理
・
品
質
統
制
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
、
Ｙ

を
始
め
と
す
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ぶ
ど
う
生
産
者
や
ぶ
ど
う

酒
製
造
業
者
ら
の
努
力
に
よ
り
、『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
表
示
の
周
知
著

名
性
が
蓄
積
・
維
持
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
高
い
名
声
、
信
用
、
評

判
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
と
い
う
表

示
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
フ
ラ

ン
ス
国
民
の
文
化
的
所
産
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。」

　
「『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
と
い
う
表
示
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
ぶ
ど

う
酒
と
い
う
商
品
分
野
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
一
般
消
費
者
に
対
し
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て
も
高
い
顧
客
吸
引
力
が
化
体
す
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。」

　
「
本
件
商
標
の
文
字
の
構
成
、
指
定
役
務
の
内
容
並
び
に
本
件
商

標
の
う
ち
の
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
の
表
示
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
有
す

る
意
義
や
重
要
性
及
び
我
が
国
に
お
け
る
周
知
著
名
性
等
を
総
合
考

慮
す
る
と
、
本
件
商
標
を
飲
食
物
の
提
供
等
、
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
と

い
う
飲
食
物
に
関
連
す
る
本
件
指
定
役
務
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
酒
類
製
造
業
者
の
利
益

を
代
表
す
る
Ｙ
の
み
な
ら
ず
、
法
律
に
よ
り
『
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ

Ｅ
』
の
名
声
、
信
用
、
評
判
を
保
護
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
国

民
感
情
を
害
し
、
我
が
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
友
好
関
係
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
件
商
標
は
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。」

二　

コ
ン
マ
ー
判
決
の
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て

　
「
商
標
法
四
条
一
項
七
号
は
、『
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
』
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
規
定
し
、
こ
れ
は
無
効
理
由
に
も
該
当
す
る
︵
商

標
法
四
六
条
一
項
一
号
︶。
同
法
四
条
一
項
七
号
は
、
本
来
、
商
標

を
構
成
す
る
『
文
字
、
図
形
、
記
号
若
し
く
は
立
体
的
形
状
若
し
く

は
こ
れ
ら
の
結
合
又
は
こ
れ
ら
と
色
彩
と
の
結
合
』︵
標
章
︶
そ
れ

自
体
が
非
道
徳
的
、
卑
わ
い
、
差
別
的
、
矯
激
若
し
く
は
他
人
に
不

快
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
文
字
又
は
図
形
で
あ
る
な
ど
、
公
の
秩

序
又
は
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
商
標

に
つ
い
て
、
登
録
商
標
に
よ
る
権
利
を
付
与
し
な
い
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
け
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
条
は
、
出
願
人
か
ら

さ
れ
た
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
、
当
該
商
標
に
つ
い
て
特
定
の
権

利
利
益
を
有
す
る
者
と
の
関
係
ご
と
に
、
類
型
を
分
け
て
、
商
標
登

録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
要
件
を
個
別
具
体
的
に
定
め
て
い
る

こ
と
に
照
ら
す
と
、
当
該
出
願
が
商
標
登
録
を
受
け
る
べ
き
で
な
い

者
か
ら
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

他
の
条
項
︵
同
項
八
号
、
一
〇
号
、
一
五
号
又
は
一
九
号
等
︶
の
該

当
性
の
有
無
と
密
接
不
可
分
と
さ
れ
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
専
ら
当

該
条
項
の
該
当
性
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

は
、
…
…
公
益
的
な
事
項
が
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
私
的
な
領
域
に

関
す
る
場
合
に
ま
で
安
易
に
同
条
一
項
七
号
を
適
用
す
る
の
は
相
当

で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

本
件
指
定
役
務
に
係
る
商
標
で
あ
る
か
ら
、
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒

に
係
る
同
項
一
七
号
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、

『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
表
示
が
特
定
の
私
人
に
帰
属
す
る
も
の
で
な
く
、
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フ
ラ
ン
ス
の
原
産
地
統
制
名
称
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
商

標
の
よ
う
な
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
と
し
て
著
名
な

『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
表
示
を
含
む
商
標
に
係
る
紛
争
は
、
私
人
間
の
私

的
領
域
に
お
け
る
紛
争
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｙ
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
酒
類
製

造
業
者
を
始
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
民
や
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
関
係

で
の
国
際
信
義
の
問
題
で
あ
っ
て
、
公
益
的
な
事
項
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
に
つ
い
て
同
項
七
号
を
適
用
す
る

こ
と
が
、
同
号
の
『
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ

れ
』
を
私
的
領
域
に
ま
で
拡
大
解
釈
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。」

〔
研
　
究
〕

判
旨
の
結
論
に
賛
成
。

一　

本
件
は
、
Ｘ
の
本
件
商
標
に
係
る
商
標
登
録
を
商
標
法
四
条
一

項
七
号
違
反
に
よ
り
無
効
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
Ｙ
の
本
件
審
判
請

求
に
つ
い
て
、
特
許
庁
が
同
請
求
を
認
め
た
本
件
審
決
に
は
取
消
事

由
が
あ
る
と
し
て
、
Ｘ
が
本
件
審
決
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案
で
あ

る
。

　

商
標
法
四
条
一
項
七
号
は
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
を
登
録
し
な
い
も
の
と
し
て
定
め
る
。

　

同
号
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
む
や
み
に
解
釈
の
幅
を
広
げ

る
べ
き
で
は
な
く
、
商
標
法
四
条
一
項
一
号
な
い
し
六
号
を
考
慮
し

て
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
お
り
︵
特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権

法
︵
産
業
財
産
権
法
︶
逐
条
解
説
一
九
版
』
一
二
八
六
頁
︶、
も
っ

ぱ
ら
公
益
的
見
地
か
ら
そ
の
商
標
自
体
が
公
序
良
俗
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
か
が
判
断
さ
れ
、
同
号
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
元
来
そ
れ

ほ
ど
広
い
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
今
世
紀
に
入
り
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
適
用
範
囲

が
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
公
序
良
俗
を
害
す

る
お
そ
れ
と
い
う
一
般
的
な
基
準
ゆ
え
そ
の
外
延
が
不
明
確
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
︵
山
田
威
一
郎
「
商
標
法
に
お
け
る
公
序

良
俗
概
念
の
拡
大
」
知
財
管
理
五
一
巻
一
二
号
一
八
六
三
頁
、
小
野

昌
延
編
『
注
解
商
標
法
新
版
上
巻
』
二
二
五
頁
〔
小
野
昌
延
＝
小
松

陽
一
郎
執
筆
〕︶。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｘ
も
引
用
す
る
コ
ン
マ
ー
判
決
が
、「
当
該

出
願
人
が
本
来
商
標
登
録
を
受
け
る
べ
き
者
で
あ
る
か
否
か
を
判
断

す
る
に
際
し
て
、
先
願
主
義
を
採
用
し
て
い
る
日
本
の
商
標
法
の
制

度
趣
旨
や
、
国
際
調
和
や
不
正
目
的
に
基
づ
く
商
標
出
願
を
排
除
す

る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
法
〔
商
標
法
を
指
す
。
次
も
同
様
：
引
用
者

注
〕
四
条
一
項
一
九
号
の
趣
旨
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
趣
旨

か
ら
離
れ
て
、
法
四
条
一
項
七
号
の
『
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
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を
害
す
る
お
そ
れ
』
を
私
的
領
域
に
ま
で
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
商
標
登
録
出
願
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
商
標
登
録
の
適
格
性

に
関
す
る
予
測
可
能
性
及
び
法
的
安
定
性
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
特
段
の
事
情
の
あ
る
例
外
的
な
場
合
を
除
く
ほ
か
、
許

さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
、
商
標
法
四
条
一
項
七

号
の
適
用
の
拡
大
に
対
し
て
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
判
断
を
し
、

注
目
を
集
め
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
件
と
同
年
に
、「
タ
ー
ザ
ン
」︵
知
財
高
判
平
成

二
四
年
六
月
二
七
日
判
時
二
一
五
九
号
一
〇
九
頁
︶、「
北
斎
」︵
知

財
高
判
平
成
二
四
年
一
一
月
七
日
判
時
二
一
七
六
号
九
六
頁
︶
と

い
っ
た
商
標
に
つ
き
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
適
用
が
争
わ
れ
た

事
例
が
相
次
い
で
現
れ
る
な
ど
、
同
号
の
適
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
に
つ
い
て
現
在
も
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
商
標
に
つ
い
て
は
、
①
そ
の

構
成
自
体
が
非
道
徳
的
、
卑
わ
い
、
差
別
的
、
矯
激
若
し
く
は
他
人

に
不
快
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
文
字
又
は
図
形
で
あ
る
場
合
、
②

当
該
商
標
の
構
成
自
体
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
く
と
も
、
指
定
商

品
又
は
指
定
役
務
に
つ
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
社
会
公
共
の
利
益
に

反
し
、
社
会
の
一
般
的
道
徳
観
念
に
反
す
る
場
合
、
③
他
の
法
律
に

よ
っ
て
、
当
該
商
標
の
使
用
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
、
④
特
定

の
国
若
し
く
は
そ
の
国
民
を
侮
辱
し
、
又
は
一
般
に
国
際
信
義
に
反

す
る
場
合
、
⑤
当
該
商
標
の
登
録
出
願
の
経
緯
に
社
会
的
相
当
性
を

欠
く
も
の
が
あ
り
、
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
商
標
法
の
予
定
す
る
秩

序
に
反
す
る
も
の
と
し
て
到
底
容
認
し
得
な
い
よ
う
な
場
合
、
な
ど

が
含
ま
れ
る
︵
前
掲
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ　
ｏ
ｆ　

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ　

Ｇ
ａ
ｂ
ｌ

ｅ
ｓ
事
件
判
決
。
商
標
審
査
基
準
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
︵
特
許
庁

『
商
標
審
査
基
準
改
訂
第
一
〇
版
』
五　

第
四
条
第
一
項
第
七
号

︵
公
序
良
俗
違
反
︶http://w

w
w
.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/

pdf/syouhyou_kijun/16_4-1-7.pdf

︶。︶。

　

し
か
し
、
公
序
良
俗
自
体
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
「
国
際
信
義
に
反
す
る
」
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
公
序
良
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

商
標
の
一
類
型
と
さ
れ
て
い
る
国
際
信
義
に
反
す
る
商
標
に
つ
い
て

判
示
し
た
も
の
と
し
て
、
今
後
の
裁
判
実
務
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二　

本
件
商
標
の
商
標
法
四
条
一
項
七
号
該
当
性
に
つ
き
、
本
判
決

は
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
が
周
知
著
名
で
あ
り
、
多
大
な
顧
客
吸
引
力

を
有
し
て
い
る
こ
と
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
の
み
な
ら
ず

「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
と
い
う
称
呼
及
び
観
念
も
生
ず
る
こ
と
、
Ｙ
や
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｏ
等
の
努
力
に
よ
り
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
と
い
う
表
示
は
、
フ

ラ
ン
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
文
化
的
所
産
と
い
う
べ
き
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
本
件
商
標
の
文
字
の
構
成
、
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指
定
役
務
の
内
容
並
び
に
本
件
商
標
の
う
ち
の
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
の

表
示
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
有
す
る
意
義
や
重
要
性
及
び
我
が
国
に

お
け
る
周
知
著
名
性
等
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
本
件
商
標
を
飲
食
物

の
提
供
等
、
発
泡
性
ぶ
ど
う
酒
と
い
う
飲
食
物
に
関
連
す
る
本
件
指

定
役
務
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方

に
お
け
る
酒
類
製
造
業
者
の
利
益
を
代
表
す
る
Ｙ
の
み
な
ら
ず
、
法

律
に
よ
り
『
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
』
の
名
声
、
信
用
、
評
判
を
保

護
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
国
民
感
情
を
害
し
、
我
が
国
と
フ
ラ

ン
ス
の
友
好
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
国

際
信
義
に
反
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
し
て
、
本
件

商
標
に
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
適
用
を
認
め
た
。

　

シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
と
は
、
一
般
に
、
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
を
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
上
に
積
み
上
げ
た
演
出
道
具
の
こ
と
を
い
い
、
最
上
部
の

グ
ラ
ス
に
シ
ャ
ン
パ
ン
を
流
し
込
み
、
徐
々
に
す
べ
て
の
グ
ラ
ス
を

満
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
結
婚
披
露
宴
な
ど
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
演
出

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
︵
三
省
堂
編
修
所
『
コ
ン
サ
イ
ス
カ

タ
カ
ナ
辞
典
第
四
版
』
四
七
六
頁
。
本
件
審
決
で
は
、
同
辞
典
の
第

三
版
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。︶。

　

そ
も
そ
も
、「
国
際
信
義
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
以
下
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
つ
い
て
、
国
際
信
義
に
違

反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
き
判
示
し
た
裁
判
例
を
時
系
列
で
概
観
す
る
。

　

①
東
京
高
判
平
成
一
一
年
二
月
四
日
平
成
一
〇
年
︵
行
ケ
︶
第
四

六
号
Ｄ
１
︲
Ｌ
ａ
ｗ
．ｃ
ｏ
ｍ
判
例
Ｉ
Ｄ
二
八
〇
四
一
七
七
七

「
ゲ
ル
ラ
ン
」
事
件

　
「
引
用
標
章
は
、
商
号
を
株
式
会
社
ゲ
ル
ラ
ン
と
す
る
被
告
が

設
立
さ
れ
た
昭
和
四
二
年
五
月
当
時
か
ら
、
原
告
製
品
で
あ
る

『
ミ
ツ
コ
』
や
『
夜
間
飛
行
』
等
の
香
水
に
付
さ
れ
る
商
標
と
し

て
世
界
的
に
著
名
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
お
い
て
も
、
本
件
商
標

の
出
願
時
で
あ
る
昭
和
五
三
年
四
月
当
時
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以

前
の
昭
和
四
五
年
こ
ろ
に
お
い
て
も
、
原
告
の
製
品
で
あ
る
香
水

等
に
付
さ
れ
る
商
標
と
し
て
周
知
で
…
…
被
告
は
、
世
界
的
に
著

名
で
あ
っ
た
引
用
標
章
を
知
っ
た
上
で
、
…
…
同
一
の
構
成
の
商

標
又
は
同
一
の
構
成
を
含
む
商
標
を
出
願
し
、
ま
た
、
被
告
の
商

号
を
株
式
会
社
ゲ
ル
ラ
ン
と
定
め
、
本
件
商
標
の
出
願
を
行
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
商
標
と
引
用
標
章
と
が
類
似
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
…
…
か
ら
、
被
告
の
本
件
商
標
の
選
択
の
動
機
が

上
記
説
示
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
被
告
の
本
件

商
標
の
登
録
を
も
っ
て
国
際
信
義
に
反
し
、
公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

②
東
京
高
判
平
成
一
一
年
三
月
二
四
日
判
時
一
六
八
三
号
一
三
八

頁
「
ユ
ベ
ン
ト
ス
」
事
件
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「
我
が
国
に
お
い
て
そ
の
名
称
又
は
略
称
を
も
っ
て
著
名
な
外

国
の
団
体
と
無
関
係
の
者
が
、
そ
の
承
諾
を
得
ず
に
当
該
団
体
の

名
称
又
は
略
称
か
ら
な
る
商
標
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
し
た
商
標
の

設
定
登
録
を
受
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
商
標
法
四
条
一
項
八
号
、

一
五
号
等
に
よ
っ
て
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
当
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
当
該
団
体
の
名
声
を
僣
用
し
て
不
正

な
利
益
を
得
る
た
め
に
使
用
す
る
目
的
、
そ
の
他
不
正
な
意
図
を

も
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
商
取
引
の
秩
序
を

乱
す
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、

公
序
良
俗
を
害
す
る
行
為
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
同
項
七
号

に
よ
っ
て
該
商
標
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
登
録
出
願
の
際
に
は
、
当
該
団
体
も
そ

の
略
称
も
我
が
国
に
お
い
て
著
名
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
登
録
出

願
が
前
示
の
よ
う
な
不
正
な
意
図
を
伴
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
登
録
出
願
後
に
、
当
該
団
体
及
び
そ
の
略
称
が
我

が
国
に
お
い
て
著
名
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
故
を
も
っ

て
直
ち
に
該
商
標
に
係
る
商
標
権
を
保
有
す
る
こ
と
が
公
序
良
俗

を
害
す
る
も
の
に
な
る
と
は
解
し
難
く
、
し
た
が
っ
て
、
商
標
の

登
録
出
願
時
に
お
け
る
か
か
る
不
正
な
意
図
の
有
無
を
問
う
こ
と

な
く
、
存
続
期
間
の
更
新
登
録
の
当
時
に
お
い
て
、
該
商
標
が
我

が
国
に
お
い
て
著
名
な
外
国
の
団
体
の
著
名
な
略
称
か
ら
な
り
、

あ
る
い
は
こ
れ
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

当
該
商
標
が
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
し
、
当
該
存
続
期
間

の
更
新
登
録
が
無
効
で
あ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
、
誤
り
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
平
成

八
年
法
律
第
六
八
号
に
よ
る
改
正
後
の
商
標
法
四
条
一
項
一
九
号
、

同
条
三
項
、
四
六
条
一
項
五
号
の
各
規
定
の
趣
旨
及
び
相
互
関
係

か
ら
も
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。」

③
東
京
高
判
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
判
時
一
七
一
〇
号
一
四

七
頁
「
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
」
事
件

　
「
原
告
の
代
表
者
は
、
一
九
八
六
年
二
月
に
ド
イ
ツ
の
被
告
を

訪
ね
、『
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
の
商
号
を
有
す
る
被
告
が
、『
Ｄ
Ｕ
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
』
の
欧
文
字
か
ら
な
る
被
告
商
標
を
、
同
社
が
販
売
す

る
人
工
歯
用
材
料
等
の
商
品
に
付
し
て
使
用
し
て
お
り
、
実
際
に
、

被
告
商
標
を
付
し
た
当
該
商
品
を
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
に

輸
出
販
売
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
当
該
商
品
『
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｍ
』
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
聞
い
て
帰
国
し
た
後
、
本
件
書
簡

に
お
い
て
、
被
告
に
対
し
当
該
商
品
の
日
本
へ
の
輸
入
許
可
手
続

の
た
め
の
資
料
請
求
を
行
い
、
輸
入
業
務
の
具
体
的
準
備
に
着
手

す
る
一
方
、
被
告
に
何
ら
告
げ
る
こ
と
な
く
、『
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｍ
』
の
欧
文
字
を
含
む
本
件
商
標
の
登
録
出
願
を
行
い
、
そ
の
登

録
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
原
告
の
行
為
に
基
づ
い
て
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登
録
さ
れ
た
本
件
商
標
が
、
国
際
商
道
徳
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
公
正
な
取
引
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

国
際
信
義
に
反
し
公
の
秩
序
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
」
る
。

④
東
京
高
判
平
成
一
四
年
七
月
三
一
日
判
時
一
八
〇
二
号
一
三
九

頁
「
ダ
リ
」
事
件

　
「
本
件
商
標
は
、
そ
の
構
成
に
照
ら
し
、
指
定
商
品
の
取
引
者
、

需
要
者
に
故
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
、
同
人
は
、
生
前
、
ス
ペ
イ
ン
生
れ
の
超
現
実
派

︵
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
︶
の
第
一
人
者
の
画
家
と
し
て
世
界
的

に
著
名
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
死
後
、
本
件
商
標
の
登
録
査
定
時

で
あ
る
平
成
一
〇
年
七
月
二
三
日
当
時
に
お
い
て
も
、『
ダ
リ
』

は
そ
の
著
名
な
略
称
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
遺
族
等
の
承
諾

を
得
る
こ
と
な
く
本
件
商
標
を
指
定
商
品
に
つ
い
て
登
録
す
る
こ

と
は
、
世
界
的
に
著
名
な
死
者
の
著
名
な
略
称
の
名
声
に
便
乗
し
、

指
定
商
品
に
つ
い
て
の
使
用
の
独
占
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、

故
人
の
名
声
、
名
誉
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

公
正
な
取
引
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の

と
し
て
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。」

⑤
東
京
高
判
平
成
一
五
年
七
月
一
六
日
判
時
一
八
三
六
号
一
一
二

頁
「
ア
ダ
ム
ス
」
事
件

　
「
外
国
に
お
け
る
他
人
の
氏
名
、
名
称
又
は
こ
れ
ら
の
略
称
か

ら
な
る
商
標
の
使
用
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
無
関
係
の
者
が
、

当
該
他
人
の
許
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
当
該
商
標
又
は
こ
れ
に
類

似
す
る
商
標
の
設
定
登
録
を
受
け
る
こ
と
は
、
商
標
法
四
条
一
項

八
号
、
一
五
号
等
に
よ
っ
て
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
得
る
の
は
も
と
よ
り
、
そ
の
目
的
が
、
我
が
国
で

登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
幸
い
、
当
該
他
人
の
氏
名
、
名
称
又

は
こ
れ
ら
の
略
称
に
便
乗
し
て
不
正
な
利
益
を
得
る
な
ど
の
不
正

な
意
図
を
も
っ
て
使
用
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
限

り
、
公
正
な
商
取
引
の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に
反

す
る
も
の
と
し
て
、
公
序
良
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
と

い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
同
項
七
号
に
よ
っ
て
商
標
登
録
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
︵
東
京
高
裁
平
成
一
一
年
三
月

二
四
日
判
決
・
判
例
時
報
一
六
八
三
号
一
三
八
頁
〔
前
掲
②
ユ
ベ

ン
ト
ス
事
件
判
決
を
指
す
：
引
用
者
注
〕、
同
平
成
一
一
年
一
二

月
二
二
日
判
決
・
判
例
時
報
一
七
一
〇
号
一
四
七
頁
〔
前
掲
③
Ｄ

Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
事
件
判
決
を
指
す
：
引
用
者
注
〕
参
照
︶。
本
件

に
お
い
て
、
本
件
登
録
商
標
の
出
願
当
時
、
被
控
訴
人
ア
ダ
ム
ス

ゴ
ル
フ
の
名
称
あ
る
い
は
同
社
が
使
用
す
る
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
標
章

は
、
我
が
国
お
い
て
は
い
ま
だ
周
知
著
名
で
あ
る
と
は
い
え
な
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か
っ
た
も
の
の
、
…
…
控
訴
人
Ａ
な
い
し
コ
ト
ブ
キ
ゴ
ル
フ
は
、

同
標
章
が
米
国
で
は
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を

知
っ
た
上
で
、
近
い
将
来
、
我
が
国
に
お
い
て
も
同
商
標
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
の
判
断
の
下
に
、
我
が
国

で
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
幸
い
、
被
控
訴
人
ア
ダ
ム
ス
ゴ
ル

フ
の
名
声
に
便
乗
し
て
不
正
な
利
益
を
得
る
た
め
に
使
用
す
る
目

的
を
も
っ
て
、
同
被
控
訴
人
の
許
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
本
件
登

録
商
標
の
商
標
登
録
出
願
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か

ら
、
本
件
登
録
商
標
は
、
公
正
な
商
取
引
の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い

て
は
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
同
項
七
号
に
い
う
公
序

良
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
に
該
当
す
る
と
い
う
ほ
か
は

な
い
。」

⑥
東
京
高
判
平
成
一
六
年
一
二
月
二
一
日
平
成
一
六
年
︵
行
ケ
︶

第
七
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.go.jp/

hanrei/pdf/1BA
89EF638BD

8A
ED
4925701B000BA

3
C1.pdf

「
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
」
事
件

　
「
原
告
は
、
被
告
は
、
原
告
及
び
原
告
商
標
の
存
在
を
、
遅
く

と
も
本
件
商
標
が
登
録
出
願
さ
れ
る
一
年
八
か
月
前
の
平
成
一
〇

年
四
月
に
は
認
識
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
状
況
の
下
で

被
告
が
平
成
一
一
年
一
二
月
二
七
日
に
本
件
商
標
の
登
録
出
願
を

し
、
そ
の
登
録
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
外
国
に
お
い
て
周
知
さ

れ
て
い
る
原
告
商
標
と
同
一
、
類
似
の
商
標
に
つ
い
て
、『
不
正

の
目
的
』
を
持
っ
て
登
録
出
願
を
し
、
そ
の
登
録
を
得
た
と
い
う

に
等
し
く
、
本
件
商
標
は
、
そ
の
登
録
出
願
経
緯
に
お
い
て
、
著

し
く
妥
当
性
を
欠
き
、
国
際
信
義
に
違
反
し
、
商
標
法
四
条
一
項

七
号
に
該
当
す
る
旨
主
張
す
る
の
で
、
以
下
検
討
す
る
。
…
…
被

告
は
、
原
告
に
お
い
て
被
告
が
原
告
の
商
号
又
は
原
告
商
標
を
認

識
し
た
と
主
張
す
る
幕
張
メ
ッ
セ
展
示
会
の
開
催
の
時
点
よ
り
前

に
、
そ
の
完
全
所
有
子
会
社
を
通
じ
て
、
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
に
お

い
て
、『
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
』
…
…
な
い
し
『
Ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｌ

ｕ
Ｘ
』
の
商
標
を
使
用
し
て
い
た
も
の
もマ

のマ

で
あ
る
。
…
…
本
件

商
標
『
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
』
中
の
『
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
』
は
、
園
芸

を
意
味
す
る
英
語
で
あ
る
『
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
』
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
語
は
少
な
く
と
も
園
芸
用
器
具
類

の
製
造
販
売
に
係
る
業
界
に
お
い
て
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
認
め
ら
れ
…
…
、
ま
た
、
同
商
標
中
の
『
Ｌ
Ｕ
Ｘ
』
の
語
が

ラ
ン
プ
照
度
の
単
位
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
も
一
般
に
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
そ
の
商
品
で
あ
る
園

芸
用
ラ
ン
プ
に
、
こ
れ
ら
を
結
合
し
た
造
語
商
標
『
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ

Ｌ
Ｕ
Ｘ
』
を
採
択
す
る
こ
と
は
、
原
告
商
標
に
つ
い
て
認
識
す
る

ま
で
も
な
く
容
易
に
想
到
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
本
件
に
お

い
て
、
他
に
、
被
告
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
接
触
等
を
通
じ
て
知
り
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得
た
原
告
の
商
号
な
い
し
原
告
商
標
を
剽
窃
し
た
な
ど
、
本
件
商

標
の
登
録
出
願
の
経
緯
に
著
し
く
社
会
的
妥
当
性
を
欠
く
と
認
め

る
べ
き
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。」

⑦
知
財
高
判
平
成
一
八
年
一
月
二
六
日
平
成
一
七
年
︵
行
ケ
︶
第

一
〇
六
六
八
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.go.

jp/hanrei/pdf/24BC56FF483D
D
D
134925710200239

C35.pdf

「
ク
ラ
ン
ツ
レ
」
事
件

　
「
Ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ｌ
ｅ
標
章
は
、
ド
イ
ツ
ク
ラ
ン
ツ
レ
社
︵
ヨ
ゼ

フ
・
ク
ラ
ン
ツ
レ
社
及
び
被
告
︶
の
い
わ
ゆ
る
ハ
ウ
ス
マ
ー
ク
で

あ
り
、
第
三
者
は
ド
イ
ツ
ク
ラ
ン
ツ
レ
社
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な

く
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
…
…
原
告
は
、
被
告
に
無
断
で
、
被
告
の
販
売
代
理
店
で
あ

る
こ
と
を
示
す
資
料
の
み
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
ク
ラ
ン
ツ
レ
社
の

同
意
又
は
承
諾
が
あ
る
と
し
て
本
件
出
願
行
為
を
し
、
本
件
商
標

の
商
標
登
録
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
ク
ラ
ン
ツ
レ
社
の

Ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ｌ
ｅ
標
章
を
剽
窃
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

…
…
そ
の
目
的
は
、
本
件
商
標
の
排
他
的
効
力
に
よ
り
、
日
本
で

の
Ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ｌ
ｅ
標
章
の
使
用
の
独
占
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

出
石
や
日
本
ク
ラ
ン
ツ
レ
に
よ
る
ク
ラ
ン
ツ
レ
製
品
の
日
本
国
内

に
お
け
る
輸
入
、
販
売
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
登
録
出
願
を
し
た
こ
と
は
明
ら
か
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
本
件
商
標
の
登
録
出
願
の
経
緯
に
は
著

し
く
社
会
的
妥
当
性
を
欠
く
も
の
が
あ
り
、
そ
の
商
標
登
録
を
認

め
る
こ
と
は
、
商
取
引
の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に

反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
到
底
容
認
し
得
な
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
…
…
本
件
商
標
の
登
録
出
願
の
経
緯
に
は
著
し
く
社
会

的
妥
当
性
を
欠
く
も
の
が
あ
り
、
そ
の
商
標
登
録
を
認
め
る
こ
と

は
、
商
取
引
の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に
反
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
到
底
容
認
し
得
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
原
告
の
主
張
す
る
よ
う
な
単
な
る
私
益
的
な
事
情
に
よ
る
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

⑧
知
財
高
判
平
成
一
八
年
九
月
二
〇
日
平
成
一
七
年
︵
行
ケ
︶
第

一
〇
三
四
九
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.

go.jp/hanrei/pdf/20060922165841.pdf

「
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ　
ｏ
ｆ

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ　

Ｇ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ｓ
」
事
件

　
「
商
標
登
録
が
特
定
の
国
と
の
国
際
信
義
に
反
す
る
か
ど
う
か

は
、
当
該
商
標
の
文
字
・
図
形
等
の
構
成
、
指
定
商
品
又
は
役
務

の
内
容
、
当
該
商
標
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
国
に
お
い
て

有
す
る
意
義
や
重
要
性
、
我
が
国
と
そ
の
国
の
関
係
、
当
該
商
標

の
登
録
を
認
め
た
場
合
に
そ
の
国
に
及
ぶ
影
響
、
当
該
商
標
登
録

を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
我
が
国
の
公
益
、
国
際
的
に
認
め
ら

れ
た
一
般
原
則
や
商
慣
習
等
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。」
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「
本
件
著
作
物
は
、
カ
ナ
ダ
国
を
代
表
す
る
作
家
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
世
界
的
に
著
名
な
文
学
作
品
で
あ
り
、
そ
の
主
人
公
で
あ

る
ア
ン
は
、
…
…
同
国
を
象
徴
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
ン
の
肖
像
が
同
国
の
金
貨
や
切

手
で
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
同
国
の
公
的
機
関
が
モ
ン
ゴ
メ
リ
を
歴

史
上
の
重
要
な
人
物
に
選
ん
で
い
る
こ
と
は
、
同
国
政
府
が
本
件

著
作
物
の
文
化
的
な
価
値
を
こ
と
の
ほ
か
高
く
評
価
し
、
こ
れ
を

カ
ナ
ダ
国
及
び
そ
の
国
民
の
誇
る
べ
き
重
要
な
文
化
的
な
資
産
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
加
え
て
、
本
件
著
作
物
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
世
代
を

超
え
て
広
く
親
し
ま
れ
、
我
が
国
と
カ
ナ
ダ
国
の
友
好
関
係
の
架

け
橋
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
担
っ
て
き
た
作
品
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
っ
て
、
我
が
国
も
、
カ
ナ
ダ
国
及
び
そ
の
国
民
が
本

件
著
作
物
に
対
し
て
有
し
て
い
た
そ
う
し
た
高
い
評
価
に
理
解
を

示
す
べ
き
立
場
に
あ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

す
る
と
、
我
が
国
が
本
件
著
作
物
、
原
作
者
又
は
主
人
公
の
価
値
、

名
声
、
評
判
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
商
標
の
登
録
を
認

め
る
こ
と
は
、
我
が
国
と
カ
ナ
ダ
国
の
国
際
信
義
に
反
し
、
両
国

の
公
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
高
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
「『
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ　

Ｏ
Ｆ　

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
』
と
の

文
字
か
ら
な
る
標
章
は
、
カ
ナ
ダ
国
商
標
法
九
条
⑴
⒩
ⅲ
に
規
定

さ
れ
た
『
商
品
又
は
役
務
に
用
い
る
公
的
標
章
と
し
て
、
カ
ナ
ダ

国
に
お
い
て
、
公
的
機
関
に
よ
り
採
択
及
び
使
用
さ
れ
る
記
章
、

紋
章
又
は
標
章
』
と
し
て
被
告
に
よ
り
出
願
さ
れ
、
登
録
さ
れ
て

い
る
と
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
カ
ナ
ダ
国
商
標
法
九
条
⑴
柱
書

き
に
よ
れ
ば
、
何
人
も
、
こ
の
よ
う
な
公
的
標
章
又
は
こ
れ
と
類

似
し
て
い
る
標
章
を
そ
の
事
業
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
原
告
が
カ
ナ
ダ
国
内
に
お
い
て
本
件
商
標
と
同
様

の
商
標
を
登
録
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
当
事

者
間
に
争
い
が
な
い
。」

　
「
カ
ナ
ダ
国
商
標
法
⑴
⒩
ⅲ
に
規
定
さ
れ
た
公
的
標
章
は
、
原

告
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
同
国
の
文
化
的
資
産
と
認
定
さ
れ
る
こ

と
を
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
が
国
商
標
法
四
条
一
項
二
、

五
、
六
号
等
に
該
当
す
る
印
章
、
記
章
等
に
該
当
す
る
も
の
で
も

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
…
…
本
件
著
作
物
は
カ
ナ
ダ
国
の
誇
る

文
化
的
な
資
産
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
世
代
を
超
え
て
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
と
こ
ろ
、
カ
ナ
ダ
国
に
お
い
て

本
件
著
作
物
の
原
題
で
あ
る
『
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ 

Ｏ
Ｆ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｇ

Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
』
と
の
文
字
か
ら
な
る
標
章
が
公
的
標
章
と
し
て
登

録
さ
れ
、
標
章
権
者
以
外
の
私
的
機
関
が
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と

が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
が
同
一
の
文
字
か
ら
な
る

本
件
商
標
の
登
録
を
認
め
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
上
で
も
十
分
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に
斟
酌
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
著
作
物
の
主
人
公
の
価
値
、
名
声
、

イ
メ
ー
ジ
等
を
保
護
、
維
持
し
、
我
が
国
と
カ
ナ
ダ
国
と
の
国
際

信
義
に
配
慮
す
る
と
い
う
公
益
的
な
観
点
か
ら
、
私
的
利
益
を
追

求
す
る
機
関
・
団
体
に
本
件
商
標
の
商
標
登
録
を
制
限
す
る
こ
と

に
は
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

⑨
知
財
高
判
平
成
二
二
年
九
月
一
四
日
平
成
二
一
年
︵
行
ケ
︶
一

〇
二
六
二
号
、
平
成
二
一
年
︵
行
ケ
︶
一
〇
二
六
三
号
裁
判
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.go.jp/hanrei/pdf/ 

20100914150150.pdf

、http://w
w
w
.courts.go.jp/hanrei/

pdf/20100914154417.pdf

「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
ス
マ
イ
ル
マ
ー

ク
事
件
」

　
「
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
、
米
国
で
『
ス

マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
が
流
行
し
、
我
が
国
に
お
い
て
も
『
ス
マ
イ

ル
・
マ
ー
ク
』
が
ブ
ー
ム
を
招
い
た
と
い
う
事
情
を
併
せ
て
考
慮

し
て
も
、
①
Ｈ
自
身
は
、『
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
に
つ
い
て
商

標
登
録
を
す
る
意
思
も
な
く
、
第
三
者
が
自
由
に
『
ス
マ
イ
ル
・

マ
ー
ク
』
を
使
用
す
る
こ
と
を
容
認
し
、
金
銭
的
な
見
返
り
を
求

め
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
窺
え
る
こ
と
︵
当
裁
判
所
に
顕
著
な
事

実
・
当
庁
平
成
二
一
年
︵
行
ケ
︶
第
一
〇
三
三
九
号
事
件
〔
後
掲

⑩
「
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
」
事
件
判
決
を
指
す
：
引
用
者
注
〕︶、

②
原
告
が
『
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
関
連
商
品
の
商
品
化
事
業
を

日
本
で
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
一
〇
年
二
月
二
日
に

ハ
ー
ベ
イ
・
ボ
ー
ル
財
団
と
の
間
で
『
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
て
か
ら
以
降
の
こ
と
で
あ
り
︵
当
裁

判
所
に
顕
著
な
事
実
・
当
庁
平
成
二
一
年
︵
行
ケ
︶
第
一
〇
二
六

七
号
事
件
、
同
第
一
〇
三
三
九
号
事
件
︶、
さ
ら
に
、
本
件
訴
訟

の
原
告
の
主
張
に
よ
っ
て
も
、
原
告
が
支
援
し
て
い
る
ハ
ー
ベ

イ
・
ボ
ー
ル
財
団
の
日
本
支
部
に
よ
る
慈
善
活
動
等
が
日
本
国
内

に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
一
四
年
以
降
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
被
告
に
は
、
平
成
八
年
一
二
月
一
七
日
の
本
件

商
標
の
出
願
当
時
に
お
い
て
、
原
告
主
張
の
慈
善
活
動
等
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
『
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
の
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
に

便
乗
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、

本
件
商
標
が
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
所
定
の
商
標
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
原
告
が
主
張
す
る
引
用
図
形
…
…
が
本
件
商
標
の
登
録
査
定

︵
平
成
一
二
年
五
月
一
九
日
設
定
登
録
︶
当
時
の
米
国
に
お
い
て
、

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

や
慈
善
活
動
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
と
認
め

る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
こ
と
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
た
と
え
『
ス

マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
が
一
九
七
〇
年
代
の
米
国
に
お
い
て
大
流
行

し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
商
標
の
使
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用
が
米
国
政
府
等
に
対
す
る
関
係
で
国
際
信
義
に
反
す
る
と
い
う

理
由
に
よ
り
本
件
商
標
が
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
商

標
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

⑩
知
財
高
判
平
成
二
二
年
九
月
一
四
日
平
成
二
一
年
︵
行
ケ
︶
第

一
〇
三
三
九
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.

go.jp/hanrei/pdf/20100518112453.pdf

「
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー

ク
」
事
件

　
「
一
九
七
〇
年
代
後
半
、
我
が
国
に
お
い
て
も
ス
マ
イ
ル
・

マ
ー
ク
が
ブ
ー
ム
を
招
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

①
ハ
ー
ベ
イ
・
ボ
ー
ル
自
身
は
、
ス
マ
イ
リ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
に
つ

い
て
商
標
登
録
を
す
る
意
思
も
な
く
、
第
三
者
が
自
由
に
ス
マ
イ

リ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
を
容
認
し
、
金
銭
的
な
見
返

り
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
…
…
、
②
原
告
の

主
張
に
よ
っ
て
も
、
原
告
が
多
額
の
費
用
負
担
を
し
て
ス
マ
イ

リ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
を
慈
善
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活
用
し
、

同
マ
ー
ク
の
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
一
〇
年
こ
ろ
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
…
…
、
被
告
に
は
、

平
成
三
年
三
月
八
日
の
本
件
商
標
の
登
録
査
定
時
に
お
い
て
、

『
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
』
の
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
に
便
乗
す
る
意
図

は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
③
原
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
平

成
三
年
の
本
件
商
標
の
登
録
査
定
当
時
に
は
、
日
本
で
の
ス
マ
イ

ル
・
マ
ー
ク
の
ブ
ー
ム
は
収
束
し
、
商
標
登
録
を
し
て
い
た
商
標

権
者
ら
も
そ
の
更
新
登
録
を
し
な
い
で
商
標
権
を
放
棄
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
こ
と
等
の
…
…
諸
事
情
の
ほ
か
、
本
件
に
お
い
て
、
原

告
が
主
張
す
る
引
用
図
形
…
…
が
本
件
商
標
の
登
録
査
定
︵
平
成

三
年
三
月
八
日
︶
当
時
の
米
国
に
お
い
て
既
に
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

と
さ
れ
て
い
た
と
か
慈
善
活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
こ
と
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
本
件
商
標
の

使
用
が
国
際
信
義
に
反
す
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
商
標
が
商

標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
商
標
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。」

⑪
知
財
高
判
平
成
二
四
年
六
月
二
七
日
判
時
二
一
五
九
号
一
〇
九

頁
「
タ
ー
ザ
ン
」
事
件

　
「
本
件
商
標
登
録
の
査
定
時
︵
平
成
二
二
年
七
月
六
日
︶
に
お

い
て
、『
タ
ー
ザ
ン
︵
Ｔ
ａ
ｒ
ｚ
ａ
ｎ
︶』
の
語
は
…
…
一
定
程
度

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
…
…

一
定
の
顧
客
吸
引
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。」

　
「
し
か
し
、
…
…
本
件
商
標
の
指
定
商
品
で
あ
る
『
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
加
工
機
械
器
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
機
用
自
動
取
出
ロ

ボ
ッ
ト
、
チ
ャ
ッ
ク
︵
機
械
部
品
︶』
と
い
う
一
般
消
費
者
を
対

象
と
し
な
い
商
品
の
分
野
に
お
い
て
、『
タ
ー
ザ
ン
』
の
語
が
経
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済
的
に
一
定
程
度
評
価
し
う
る
顧
客
吸
引
力
を
有
し
て
い
る
と
ま

で
は
認
め
が
た
い
。
加
え
て
、
本
件
商
標
登
録
の
査
定
時
︵
平
成

二
二
年
七
月
六
日
︶、『
タ
ー
ザ
ン
』
の
原
作
小
説
の
作
者
で
あ
る

バ
ロ
ー
ズ
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
既
に
六
〇
年
を
超
え
る
期
間
が
経

過
し
て
い
た
上
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
日
本
に
お
け
る
『
タ
ー

ザ
ン
』
人
気
は
次
第
に
薄
れ
て
い
き
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
に
よ
る
ア

ニ
メ
映
画
が
ヒ
ッ
ト
し
た
一
九
九
九
年
︵
平
成
一
一
年
︶
か
ら
一

〇
年
以
上
が
経
過
し
た
本
件
商
標
の
登
録
査
定
時
︵
平
成
二
二
年

七
月
六
日
︶
の
時
点
に
お
い
て
、
…
…
『
タ
ー
ザ
ン
』
の
語
か
ら

想
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

た
…
…
そ
う
す
る
と
、
被
告
が
雄
叫
び
を
挙
げ
な
が
ら
蔦
を
使
っ

て
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
飛
び
回
る
男
性
︵
青
年
︶
と
い
う
タ
ー
ザ
ン
の

イ
メ
ー
ジ
と
被
告
が
製
作
す
る
樹
脂
成
形
品
取
出
し
ロ
ボ
ッ
ト
の

動
き
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
商
品
名
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
本
件
商
標
登
録
を
し
た
の
だ
と
し

て
も
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、『
タ
ー
ザ
ン
』
の
イ
メ
ー
ジ
や
そ

の
顧
客
吸
引
力
に
便
乗
し
よ
う
と
す
る
不
正
の
意
図
に
基
づ
く
剽

窃
行
為
で
あ
る
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

独
特
の
造
語
に
な
る
『
タ
ー
ザ
ン
』
は
、
具
体
的
な
人
物
像
を
持

つ
架
空
の
人
物
の
名
称
と
し
て
、
小
説
な
い
し
映
画
、
ド
ラ
マ
で

米
国
を
中
心
に
世
界
的
に
一
貫
し
て
描
写
さ
れ
て
い
て
、『
タ
ー

ザ
ン
』
の
語
か
ら
は
、
日
本
語
に
お
い
て
も
他
の
言
語
に
お
い
て

も
他
の
観
念
を
想
起
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す

る
と
、
我
が
国
で
『
タ
ー
ザ
ン
』
の
語
の
み
か
ら
成
る
本
件
商
標

登
録
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
の
指
定
商
品
の
関
係
で

『
タ
ー
ザ
ン
』
の
語
に
顧
客
吸
引
力
が
な
い
と
し
て
も
、
国
際
信

義
に
反
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

⑫
知
財
高
判
平
成
二
四
年
一
一
月
二
一
日
平
成
二
四
年
︵
行
ケ
︶

第
一
〇
二
五
七
号
、
平
成
二
四
年
︵
行
ケ
︶
第
一
〇
二
五
八
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.go.jp/hanrei/

pdf/20121122142019.pdf

、http://w
w
w
.courts.go.jp/

hanrei/pdf/20121122143210.pdf

「
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
」
事
件

　
「
仮
に
、
被
告
が
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
高
峰
や
『
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ 

Ｒ
ｏ

ｓ
ａ
』
ホ
テ
ル
の
名
称
に
依
拠
し
て
本
件
商
標
を
構
成
し
、
こ
れ

を
登
録
出
願
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
名
称
が

日
本
国
内
に
お
い
て
周
知
、
著
名
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
以
上
、

被
告
が
、
こ
れ
ら
の
名
称
の
有
し
て
い
る
信
用
、
名
声
、
顧
客
吸

引
力
等
に
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、

本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
本
件
商
標
の
出
願
経
緯
等
に
不
正
の

利
益
を
得
る
目
的
そ
の
他
不
正
の
目
的
が
あ
る
な
ど
社
会
通
念
に

照
ら
し
て
著
し
く
社
会
的
相
当
性
を
欠
く
も
の
が
あ
っ
た
と
も
認
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め
ら
れ
な
い
。」

　
「
本
件
商
標
の
登
録
出
願
当
時
に
比
し
て
、
現
在
で
は
、
日
本

国
内
に
お
け
る
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
高
峰
の
名
称
の
周
知
、
著
名
性
が

増
大
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
直
ち
に
本
件
商
標
が
公

序
良
俗
を
害
す
る
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

…
…
本
件
商
標
の
登
録
出
願
当
時
に
被
告
が
不
正
の
利
益
を
得
る

目
的
そ
の
他
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本

件
商
標
の
出
願
経
緯
等
に
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
著
し
く
社
会
的

相
当
性
を
欠
く
も
の
が
あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
本
件

商
標
の
商
標
登
録
を
維
持
す
る
こ
と
が
国
際
信
義
に
反
す
る
も
の

と
し
て
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

こ
れ
ら
の
裁
判
例
を
分
類
す
る
と
、
概
ね
三
つ
の
考
え
方
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
商
標
の
正
当
な
使
用
者
で
な
い
者
が
、
不
正
な
意
図
を

も
っ
て
、
他
人
の
商
標
を
自
己
の
も
の
と
し
て
登
録
し
た
場
合
、
つ

ま
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
商
標
法
四
条
一
項
七
号
適
用
範
囲
の
拡
大
〟
と

い
わ
れ
る
類
型
で
あ
る
。
不
正
な
意
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
商
標
が

わ
が
国
に
お
い
て
す
で
に
周
知
著
名
で
あ
る
場
合
に
は
も
ち
ろ
ん

︵
④
「
ダ
リ
」
事
件
。
①
「
ゲ
ル
ラ
ン
」
事
件
で
は
、
著
名
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
が
、
非
類
似
で
あ
る
と
さ
れ
た
。︶、
登
録
出
願
時
や

登
録
査
定
時
に
は
わ
が
国
に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
そ

の
事
案
に
お
け
る
特
殊
な
事
情
が
あ
る
と
き
に
は
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
︵
③
「
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
」
事
件
、
⑤
「
ア
ダ
ム
ス
」
事
件
、

⑦
「
ク
ラ
ン
ツ
レ
」
事
件
︶。
ま
た
、
登
録
出
願
時
に
わ
が
国
で
周

知
著
名
で
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
に
周
知
著
名
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
不
正
な
意
図
が
認
め
ら
れ
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
︵
②

「
ユ
ベ
ン
ト
ス
」
事
件
、
⑨
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ク
」

事
件
、
⑩
「
ス
マ
イ
ル
・
マ
ー
ク
」
事
件
、
⑫
「
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
」

事
件
︶。

　

も
っ
と
も
、
不
正
な
意
図
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
商
標
法
四
条
一

項
七
号
の
適
用
を
認
め
た
右
の
諸
判
決
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
内

容
を
検
討
す
る
と
、
直
接
的
に
そ
れ
ら
の
商
標
登
録
が
国
際
信
義
に

反
す
る
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
公
正
な
取
引
秩
序
を
乱
す
お

そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
際
信
義
に
反
し
」︵
③
「
Ｄ
Ｕ
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
」
事
件
︶、「
公
正
な
取
引
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際

信
義
に
反
す
る
」︵
④
「
ダ
リ
」
事
件
︶、「
公
正
な
商
取
引
の
秩
序

を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に
反
す
る
」︵
⑤
「
ア
ダ
ム
ス
」
事

件
︶、「
商
取
引
の
秩
序
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
国
際
信
義
に
反
す
る
」

︵
⑦
「
ク
ラ
ン
ツ
レ
」
事
件
︶
と
し
て
お
り
、
取
引
秩
序
と
関
連
づ

け
て
い
る
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
Ｘ
に
、
不
正
な
意
図
が
あ
る
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
取
引
の
秩
序
を
乱
す
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
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と
か
ら
、
本
判
決
の
考
え
方
は
右
の
類
型
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
不
正
の
意
図
が
な
く
、
日
本
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
く

と
も
、
独
特
の
造
語
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
人
物
像
を
持
つ
架
空
の

人
物
の
名
称
と
し
て
、
小
説
や
映
画
、
ド
ラ
マ
で
世
界
的
に
一
貫
し

て
描
写
さ
れ
、
日
本
語
に
お
い
て
も
他
の
言
語
に
お
い
て
も
他
の
観

念
を
想
起
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
国
際
信
義
に
反

す
る
と
し
た
も
の
が
あ
る
︵
⑪
「
タ
ー
ザ
ン
」
事
件
︶。

　

本
判
決
と
比
較
す
る
と
、
不
正
な
意
図
が
な
い
と
い
う
点
で
は
共

通
す
る
が
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
は
独
特
の
造
語
と
は
言
え
ず
、

さ
ら
に
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
に
つ
い
て
は
周
知
著
名
で
あ
っ
て
、
多

大
な
顧
客
吸
引
力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
点
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
と

「
タ
ー
ザ
ン
」
事
件
判
決
と
は
、
同
種
の
も
の
と
し
て
分
類
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

　

三
つ
目
に
、
多
様
な
事
情
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
商
標
法
四
条

一
項
七
号
の
適
用
を
判
断
す
る
も
の
が
あ
る︵
⑧「
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ　
ｏ
ｆ

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ　

Ｇ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ｓ
」
事
件
︶。
本
判
決
は
、
国
際
信
義

に
反
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
の
一
般
的
な
基
準
を

示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
本
件
商
標
の
文
字
の
構
成
、
指

定
役
務
の
内
容
並
び
に
本
件
商
標
の
う
ち
の
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
の
表

示
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
有
す
る
意
義
や
重
要
性
及
び
我
が
国
に
お

け
る
周
知
著
名
性
等
を
総
合
考
慮
」
し
て
お
り
、
方
向
性
と
し
て
は

同
じ
類
型
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

我
が
国
と
相
手
国
に
お
い
て
そ
の
商
標
の
高
い
周
知
著
名
性
が
あ

る
こ
と
、
相
手
国
に
お
い
て
法
律
に
基
づ
い
た
公
益
を
目
的
と
し
た

保
護
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
商
標
登
録
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る

わ
が
国
と
相
手
国
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
等
、

実
際
に
考
慮
し
た
点
も
共
通
し
て
い
る
。

　

あ
る
商
標
が
世
界
的
な
著
名
性
を
有
し
、
相
手
国
に
お
い
て
公
益

を
目
的
し
た
法
的
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
総
合
考
慮
に

よ
り
、
国
際
信
義
に
反
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
い
う
基
準
が
、

「
Ａ
ｎ
ｎ
ｅ　
ｏ
ｆ　

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ　

Ｇ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ｓ
」
事
件
判
決

や
本
判
決
に
よ
り
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も

「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
で
あ
り
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
で
は
な
い
。
本

判
決
は
、「
本
件
商
標
か
ら
は
、『
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
』
の
み
な
ら

ず
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
と
い
う
称
呼
及
び
観
念
も
生
ず
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
た
上
で
、
専
ら
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
に
つ
い
て
論
じ
、

本
件
商
標
登
録
が
国
際
信
義
に
反
す
る
と
判
示
し
て
い
る
一
方
、

「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て

い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
Ｙ
に
よ
り
取
消
し
や
無
効
と
な
っ
た
商
標
は
、「
シ
ャ
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ン
パ
ン
」
を
あ
る
単
語
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
単
語

に
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
持
つ
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
等
を
付
着
さ
せ
る
こ

と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
ゴ
ー

ル
ド
」
は
、
シ
ャ
ン
パ
ン
に
近
い
色
の
金
を
い
い
、
一
種
の
形
容
詞

的
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
文
字
部
分

に
強
い
印
象
が
あ
る
。

　

し
か
し
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
は
、
そ
も
そ
も
「
シ
ャ
ン
パ

ン
グ
ラ
ス
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
積
み
上
げ
て
作
っ
た
タ
ワ
ー
」
を
略

し
た
名
称
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
想
起
す
る
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
既
述
の
と
お
り
、「
シ
ャ
ン
パ
ン

タ
ワ
ー
」
と
い
う
一
つ
の
単
語
と
し
て
、
辞
典
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
仮
に
、
シ
ャ
ン
パ
ン
以
外
の
液
体
、
た
と
え
ば
、
水
が
注
が
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
や
は
り
「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
と
称

さ
れ
、〝
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ワ
ー
〟
と
は
い
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

意
味
で
、
必
ず
し
も
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
の
語
に
お
い
て

「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
文
字
部
分
に
強
い
印
象
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
我
が
国
に
お
い
て
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ

ワ
ー
」
と
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
と
の
関
係
が
密
接
不
可
分
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
初
め
て
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
み
を
議
論
の
対
象

と
し
て
も
よ
い
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

   

そ
こ
で
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」︵「
シ
ャ
ン
ペ
ン
タ
ワ
ー
」
と

す
る
も
の
も
含
む
。︶
を
記
載
し
て
い
る
も
の
を
調
査
す
る
と
、
次

の
よ
う
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
た
。

「︵
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
見
せ
物
な
ど
で
︶
シ
ャ
ン
ペ
ン
グ
ラ
ス
を
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積
み
上
げ
た
と
こ
ろ
に
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
注
ぐ

こ
と
。」︵「
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
」
編
集
部
『
現
代
用
語
の
基

礎
知
識
二
〇
一
三
』
一
三
九
七
頁
︶。

「〔
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
見
せ
物
で
〕
シ
ャ
ン
ペ
ン
グ
ラ
ス
を
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積
み
上
げ
た
と
こ
ろ
に
ド
ン
ペ
リ
を
注
ぐ
こ

と
。」︵
堀
田
克
明
監
修
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
カ
タ
カ
ナ
・
外

来
語
／
略
語
辞
典
第
四
版
』
二
八
三
頁
︶。

「
シ
ャ
ン
パ
ン
・
グ
ラ
ス
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
積
み
上
げ
、
そ
の

一
番
上
か
ら
シ
ャ
ン
パ
ン
を
注
い
で
、
順
々
に
流
れ
落
ち
る
様
子

を
見
せ
る
演
出
。
結
婚
式
の
演
出
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
シ
ャ
ン
パ
ン
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
も
。」︵
学
研
辞
典
編
集

部
編
『
用
例
で
わ
か
る
カ
タ
カ
ナ
新
語
辞
典
改
訂
第
三
版
』
二
七

二
頁
︶。

　

既
述
の
辞
典
︵
前
掲
・『
コ
ン
サ
イ
ス
カ
タ
カ
ナ
辞
典
第
四
版
』︶

で
も
「
シ
ャ
ン
パ
ン
を
流
し
込
み
」
と
あ
り
、
ド
ン
ペ
リ
も
シ
ャ
ン

パ
ン
の
銘
柄
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
わ
が
国
に
お
い
て
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は
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
注
い
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ

ワ
ー
」
と
は
い
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
導
か
れ
る
。

　

判
旨
の
よ
う
に
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
が
周
知
著
名
で
あ
り
、
当
該

表
示
に
は
多
大
な
顧
客
吸
引
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
「
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
」
か
ら
「
タ
ワ
ー
」
を
除
外
し
て
論
を
進

め
る
こ
と
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
右
の
と
お
り
、「
シ
ャ
ン

パ
ン
タ
ワ
ー
」
と
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
に
は
密
接
不
可
分
な
関
係
が
あ

る
た
め
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
著
名
性
や
公
益
性
等
を
総
合
考
慮
し

て
国
際
信
義
に
反
す
る
と
し
た
判
旨
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
。

三　

Ｘ
は
、
商
標
の
構
成
に
着
目
し
た
公
序
良
俗
違
反
で
は
な
く
主

体
に
着
目
し
た
公
序
良
俗
違
反
の
場
合
に
は
、
当
該
出
願
が
商
標
登

録
を
受
け
る
べ
き
で
な
い
者
か
ら
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
専
ら

商
標
法
四
条
一
項
一
七
号
の
該
当
性
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
同
項
七
号
該
当
性
の
判

断
を
す
る
判
断
枠
組
み
は
誤
り
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
判
決
は
、「
そ
も
そ
も
、
本
件
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
本
件
指
定
役
務
に
係
る
商
標
で
あ
る
か
ら
、
ぶ
ど
う

酒
又
は
蒸
留
酒
に
係
る
同
項
一
七
号
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
、『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
表
示
が
特
定
の
私
人
に
帰
属
す
る
も
の

で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
産
地
統
制
名
称
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、

本
件
商
標
の
よ
う
な
原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
と
し
て
著

名
な
『
シ
ャ
ン
パ
ン
』
表
示
を
含
む
商
標
に
係
る
紛
争
は
、
私
人
間

の
私
的
領
域
に
お
け
る
紛
争
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｙ
に

よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る

酒
類
製
造
業
者
を
始
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
民
や
フ
ラ
ン
ス
政
府
と

の
関
係
で
の
国
際
信
義
の
問
題
で
あ
っ
て
、
公
益
的
な
事
項
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
に
つ
い
て
同
項
七
号
を
適

用
す
る
こ
と
が
、
同
号
の
『
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る

お
そ
れ
』
を
私
的
領
域
に
ま
で
拡
大
解
釈
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。」
と
し
て
、
Ｘ
の
主
張
を
退
け
た
。

　

Ｘ
の
主
張
は
、
既
述
の
コ
ン
マ
ー
事
件
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。

　

同
事
件
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
米
国
及
び
日
本
の
需
要

者
の
間
に
広
く
知
ら
れ
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｒ
」
と
の
文
字
か
ら
な
る

ス
ラ
イ
ド
フ
ァ
ス
ナ
ー
等
に
係
る
米
国
商
標
を
有
す
る
米
国
法
人

︵
被
告
︶
が
、
日
本
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
類
似
の
商
標
︵「
コ
ン

マ
ー
」、「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｒ
」
の
文
字
を
二
段
書
き
し
た
も
の
。
商
標

権
者
が
原
告
。︶
に
つ
い
て
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
、
一
〇
号
、

一
五
号
、
一
九
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
無
効
審
判
を
請
求
し

た
と
こ
ろ
、
審
決
は
、
当
該
商
標
は
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当

す
る
か
ら
同
法
四
六
条
一
項
の
無
効
理
由
が
存
在
す
る
と
し
て
、
登

録
を
無
効
と
す
る
と
の
判
断
を
し
た
。
原
告
が
審
決
取
消
訴
訟
を
提

起
。
判
決
は
、
同
審
決
が
認
定
し
た
事
実
の
下
に
お
い
て
、
少
な
く



74

法学研究 87 巻 3 号（2014：3）

と
も
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
と
し
た
点
に
は
誤
り
が
あ

る
と
し
て
、
審
決
を
取
り
消
し
た
︵
コ
ン
マ
ー
事
件
の
判
旨
は
、

〔
事
実
の
概
要
〕
六
㈠
⑴
参
照
。︶。

　

コ
ン
マ
ー
事
件
判
決
以
前
に
も
、「
商
標
自
体
に
公
序
良
俗
違
反

の
な
い
商
標
登
録
出
願
に
お
い
て
同
号
に
該
当
す
る
の
は
、
出
願
の

経
緯
に
著
し
く
社
会
的
妥
当
性
を
欠
く
も
の
が
あ
る
と
き
に
限
ら
れ

る
」
と
し
た
ハ
レ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
︵
東
京
高
判
平
成
一
五
年
三
月

二
〇
日
平
成
一
四
年
︵
行
ケ
︶
第
四
〇
三
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.courts.go.jp/hanrei/pdf/1FECA

0F7120659C
B49256D

4400110B14.pdf

︶、「
商
標
自
体
に
公
序
良
俗
違
反
の
な

い
商
標
が
商
標
法
四
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
の
は
、
そ
の
登
録
出

願
の
経
緯
に
著
し
く
社
会
的
妥
当
性
を
欠
く
も
の
が
あ
り
、
登
録
を

認
め
る
こ
と
が
商
標
法
の
予
定
す
る
秩
序
に
反
す
る
も
の
と
し
て
到

底
容
認
し
得
な
い
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
し
た
ハ
イ
パ
ー
ホ

テ
ル
事
件
判
決
︵
東
京
高
判
平
成
一
五
年
五
月
八
日
平
成
一
四
年

︵
行
ケ
︶
第
六
一
六
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.

courts.go.jp/hanrei/pdf/36A
17CB9E3346EEA

49256D
B300

0CCB9B.pdf

︶
が
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
を
適
用
す
る
こ
と
に

謙
抑
的
で
あ
る
べ
き
旨
を
判
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
ン
マ
ー
事

件
判
決
で
は
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
と
同
項
他
号
と
の
関
係
に
踏

み
込
ん
で
詳
細
に
述
べ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

Ｘ
が
、
本
件
で
、
専
ら
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
主
張
す

る
商
標
法
四
条
一
項
一
七
号
は
、
平
成
六
年
の
一
部
改
正
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
二
三
条
二
項
及
び
二
四
条
九
項
に
対
応
し
て
新
設

さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
二
三
条
二
項
は
、
世
界
貿
易
機
関
の
加
盟
国
に

対
し
、
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の
地
理
的
表
示
に
関
す
る
商
標
登
録

出
願
が
、
そ
の
地
理
的
表
示
の
示
す
原
産
地
と
異
な
る
も
の
に
つ
い

て
さ
れ
た
場
合
は
、
拒
絶
又
は
無
効
と
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い

る
。
ま
た
、
同
協
定
二
四
条
九
項
は
、
加
盟
国
は
、
原
産
国
に
お
い

て
保
護
さ
れ
て
い
な
い
地
理
的
表
示
を
保
護
す
る
義
務
を
負
わ
な
い

旨
を
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
い
、
商
標
法
四
条
一
項
一
七
号

に
お
い
て
、
世
界
貿
易
機
関
の
加
盟
国
の
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の

産
地
を
表
示
す
る
標
章
の
う
ち
、
当
該
加
盟
国
に
お
い
て
当
該
産
地

以
外
の
地
域
を
産
地
と
す
る
も
の
に
使
用
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
標
章
を
有
す
る
商
標
で
あ
っ
て
、
当
該
産
地
以
外
の
地
域
を
産

地
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
使
用
す
る
商
標
を
不
登
録
理
由
と
し
て
規

定
し
た
。

　

ま
た
、
同
号
で
は
、
日
本
国
の
ぶ
ど
う
酒
若
し
く
は
蒸
留
酒
の
産

地
の
う
ち
特
許
庁
長
官
が
指
定
す
る
も
の
を
表
示
す
る
標
章
を
有
す

る
商
標
で
あ
っ
て
、
当
該
産
地
以
外
の
地
域
を
産
地
と
す
る
ぶ
ど
う
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酒
又
は
蒸
留
酒
に
つ
い
て
使
用
す
る
商
標
に
つ
い
て
も
不
登
録
理
由

と
し
て
規
定
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
は
、
加
盟
国
が
自
国
内
の
ぶ

ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の
地
理
的
表
示
を
保
護
す
る
こ
と
ま
で
を
義
務

づ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
号
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
な
い
場
合

に
は
、
①
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の
産
地
の
表
示
の
保
護
に
関
し
、

他
の
加
盟
国
の
産
地
に
比
べ
国
内
の
産
地
を
不
利
に
扱
う
こ
と
に
な

り
、
ま
た
、
②
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
二
四
条
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
原

産
国
で
保
護
さ
れ
て
い
な
い
地
理
的
表
示
に
つ
い
て
は
、
他
の
加
盟

国
に
お
い
て
保
護
す
る
義
務
が
生
じ
な
い
た
め
、
他
の
加
盟
国
に
お

い
て
も
我
が
国
の
産
地
が
不
利
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
点
を
考
慮
し
、
日
本
国
の
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の
産
地
を
表
示

す
る
商
標
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
保
護
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
︵
特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権
法
︵
産
業
財
産
権
法
︶
逐
条
解
説
一

九
版
』
一
二
九
〇
頁
。
本
規
定
に
よ
る
産
地
指
定
を
受
け
る
た
め
の

申
請
手
続
等
は
、
商
標
法
施
行
規
則
一
条
な
い
し
一
条
の
四
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。︶。

　

本
件
商
標
の
指
定
役
務
は
、
第
四
三
類
「
飲
食
物
の
提
供
、
加
熱

器
の
貸
与
、
調
理
台
の
貸
与
、
流
し
台
の
貸
与
、
カ
ー
テ
ン
の
貸
与
、

家
具
の
貸
与
、
壁
掛
け
の
貸
与
、
敷
物
の
貸
与
、
テ
ー
ブ
ル
・
テ
ー

ブ
ル
用
リ
ネ
ン
の
貸
与
、
ガ
ラ
ス
食
器
の
貸
与
、
タ
オ
ル
の
貸
与
」

で
あ
っ
て
、「
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
」
で
は
な
い
た
め
、
条
文
の

文
言
上
か
ら
も
、
ま
た
、
そ
の
趣
旨
か
ら
も
、
商
標
法
四
条
一
項
一

七
号
の
適
用
が
な
い
事
案
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ン
マ
ー
判
決
は
、
既
述
の
と
お
り
、
当
事
者
同
士
の
私

的
な
問
題
に
商
標
法
四
条
一
項
七
号
を
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
の
表
示
が
、

原
産
地
統
制
名
称
又
は
原
産
地
表
示
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
令
に

よ
り
厳
格
に
統
制
さ
れ
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
に
よ
り
原
産
地
統
制
名
称
の
ぶ

ど
う
酒
が
満
た
す
べ
き
条
件
が
定
め
ら
れ
、
長
年
フ
ラ
ン
ス
や
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ぶ
ど
う
生
産
者
及
び
ぶ
ど
う
酒
製
造
業
者
、
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｙ
等
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
外
に
お
い
て
保
護
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
は
、
当
事
者
同
士
の
私
的
な
問
題

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
判
旨
は
妥
当
で
あ
る
。

　

仮
に
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
本
件
に
つ
い

て
検
討
を
試
み
る
と
、
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
適
用
が
あ
る
た
め

に
は
「
特
段
の
事
情
」
が
必
要
と
な
る
。

　

コ
ン
マ
ー
判
決
で
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
場
合
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
も
の
と
し
て
、
①
本
来
商
標
登
録
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
す
る
者
が
、
自
ら
す
み
や
か
に
出
願
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
願
を
怠
っ
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
②
契
約
等

に
よ
っ
て
他
者
か
ら
の
登
録
出
願
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
採
る
こ
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と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
措
置
を
怠
っ
て
い
た
よ
う

な
場
合
︵
例
え
ば
、
外
国
法
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
日
本
の
ラ
イ
セ
ン

シ
ー
と
の
契
約
に
お
い
て
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
が
自
ら
商
標
登
録
出
願

を
し
な
い
こ
と
や
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
が
商
標
登
録
出
願
し
て
登
録
を

得
た
場
合
に
そ
の
登
録
さ
れ
た
商
標
の
商
標
権
の
譲
渡
を
受
け
る
こ

と
を
約
す
る
な
ど
の
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
措
置
を
怠
っ
て
い
た
よ
う
な
場
合
︶
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
本
件
は
、
①
②
と
も
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
特
段
の
事
情
が

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
コ
ン
マ
ー
判
決
が
商
標
法
四
条
一
項
七
号
を
適
用
し
た
審

決
を
取
り
消
し
た
理
由
と
し
て
、
①
原
告
と
被
告
と
の
間
の
紛
争
は
、

本
来
、
当
事
者
間
に
お
け
る
契
約
や
交
渉
等
に
よ
っ
て
解
決
、
調
整

が
図
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
っ
て
、
一
般
国
民
に
影
響
を
与
え
る
公

益
と
は
、
関
係
の
な
い
事
項
で
あ
る
こ
と
、
②
被
告
が
米
国
に
お
い

て
有
し
て
い
る
商
標
権
は
、
あ
く
ま
で
も
私
権
で
あ
り
、
被
告
が
そ

の
よ
う
な
権
利
を
有
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
原
告
が
、
日
本
に
お
い

て
、
同
商
標
と
類
似
又
は
同
一
の
商
標
に
係
る
出
願
行
為
を
す
る
こ

と
が
、
当
然
に
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
」
と
い
う

公
益
に
反
す
る
事
情
に
該
当
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。

　
「
シ
ャ
ン
パ
ン
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｏ
に

よ
り
運
用
さ
れ
て
い
る
原
産
地
統
制
呼
称
法
に
基
づ
き
、
名
称
の
使

用
に
つ
い
て
厳
し
い
規
制
を
課
さ
れ
た
原
産
地
統
制
名
称
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
当
事
者
間
に
お
け
る
契
約
や
交
渉
等
に
よ
っ
て
解

決
、
調
整
が
図
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
は
な
く
、
一
般
国
民
に
影
響
を

与
え
る
公
益
と
関
係
が
あ
る
事
項
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｙ
は
私
権
に
基

づ
い
て
主
張
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
事
案

に
商
標
法
四
条
一
項
七
号
を
適
用
す
る
こ
と
は
違
法
で
は
な
い
と
解

さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
仮
に
、
コ
ン
マ
ー
判
決
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て

も
、
結
論
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

諏
訪
野
　
大
　


